
バイオディーゼル燃料化事業について

株式会社フチガミ



環境保全への取り組み

・ 環境対策

現在、企業の大小に関係なくあらゆる企業が環境を意識し

ており、企業の環境対策の位置づけが変わりつつある。

環境への対応は企業価値の向上、持続的成長に欠かせな

い重要な要素になっている。

・ 環境負荷低減に貢献する企業

ＣＯ2削減による地球温暖化防止を目指し、バイオディーゼ

ル燃料製造・販売を手がける事とした。

又、多くの企業や市民に環境保全に関心を持ってもらうため

に、久留米地域協議会を通じ、バイオディーゼル燃料による

ＣＯ2削減証明書やアピールするステッカーを発行する。



会社概要・沿革

昭和50年5月1日 渕上商会設立

昭和58年9月1日 株式会社渕上商会設立

昭和58年 廃油リサイクル施設完成

再生燃料の製造及び販売開始

昭和61年 産業廃棄物処理工場完成

平成2年 本社社屋完成 現所在地に移転登記

平成6年 株式会社フチガミに組織変更

平成13年1月1日 廃プラスチックリサイクル工場完成

平成14年4月 廃油リサイクル施設更新

平成16年3月 ＩＳＯ１４００１認証取得

平成20年3月 バイオディーゼル燃料製造所完成



主な業務内容

(特別管理)産業廃棄物収集運搬業

(特別管理)産業廃棄物処分業

危険物貯蔵施設の保安検査業務

再生油製造・販売

タンククリーニング

焼却炉解体・ダイオキシン類除染工事

下水道管路等配管清掃

しゅんせつ工事

一般土木工事

バイオディーゼル燃料製造・販売



バイオディーゼル燃料製造への道のり

地球温暖化防止廃棄物のリサイクル

廃食用油のリサイクル

バイオディーゼル燃料

製造

自社収集運搬車両燃料

軽油の代替燃料に使用

排出ガス

カーボンニュートラル

当社に環境保全活動に貢献できる新しい取組はないだろうか



農林水産省 バイオ燃料地域利用モデル
実証事業（バイオディーゼル燃料事業）

農林水産省では、国産バイオ燃料の本格的な導入
に向けて、原料調達からバイオ燃料の製造・販売ま
で一貫した大規模実証を行う「バイオ地域利用モデ
ル実証事業」を創設し、バイオエタノール混合ガソリ
ンとバイオディーゼル燃料の取り組みをハード及び
ソフト面から支援している。

当社は平成１９年度公募に応募し、審査の結果全国全国
で５箇所で５箇所実施される事業実施地区 の一つに選ばれ
た。





バイオディーゼル燃料(BDF)とは



カーボンニュートラル

CO2

ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料の使用

CO2を吸収した植物から作られた
食用油を原料としたバイオ燃料なら
大気中のCO2（温室効果ガス）を
増加させません。

植物が光合成をすることでCO2を
吸収しO2（酸素）を排出します。

その植物を原料にして食用油が作ら
れます。

ﾊﾞｲｵﾃﾞｨ-ｾﾞﾙ燃料製造



原料調達からバイオ燃料の製造・販売ま
で一貫したスキーム

自家使用

㈱すかいらーく

プリマハム㈱

飲食店

工場の社員食堂

廃食用油供給者

ｼﾞｬﾊﾟﾝｶｰｺﾞ㈱

㈱栄和産業

㈱星山商店

卸売販売

ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料実需者ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ燃料製造事業者

㈱フチガミ

B5燃料一般販売



新製造技術



バイオディーゼル燃料製造施設



品質保証体制１ 自社での分析

・ 分析項目

酸化値（mgKOH/g）、ヨウ素価（gl/100g)、水分質量（ppm）、動粘度（mm2/s）、

密度（g/cm3）、メタノール質量（%）、脂肪酸メチルエステル質量（%）



品質保証体制２ 計量証明事業所での分析

バイオディーゼル燃料は、廃食用油を始め様々な性質の原材料から製造さ
れるため、その品質は製造方法及び原料油脂の違いに大きく依存している。
このため、ニートはJASO（社団法人自動車技術会)で制定された「自動車燃
料-混合用脂肪酸メチルエステル規格（FAME規格)」に、軽油に５％バイオデ
ィーゼル燃料を混和させたＢ５混合軽油については品確法「バイオディーゼ
ル燃料混合軽油規格」に適合することで品質を保証している。

※生産物賠償責任保険にも入っています。



バイオディーゼル燃料の自家給油



11

環境保全へのアピール



環境貢献



今後の事業展開 １

・ 燃料販売

ニート及びＢ５混合軽油ともに、現在の燃料高騰のおりから非常

に問合せが多く、原料調達が安定した多量の確保ができれば品

質は問題ないと考えており、供給も安定した量の供給が出来る。

・ 原料(廃食用油)の確保

廃食用油は家畜飼料の原材料としても有価で買取られており、

大口や良質なものになると廃鉱物油以上の価格になる場合もあ

る。当社のバイオディーゼル燃料の製造コストを上げる要因にも

なっている。

そのような中で安定量の確保へ向け鋭意努力中である。



今後の事業展開 ２

・ 車両との相性

当社で製造されたバイオディーゼル燃料は、自社車両及び販売

先の車両で利用されており、一般的に言われているニートに対

する不具合（燃料フィルター，ゴム等燃料系部品）等の早めの交

換を行っており、今のところ不具合も生じていない。

今後低温時期での影響およびごく一部のエンジン制御システム

とは相性が悪く、見守る必要がある。


